
　３月７日（土）、交流センターにおいて、地域の防災意識の向上と災害時の対応力を高めることを目
的に「吉江地域防災避難訓練」を実施しました。
　今年度の訓練では、南砺市より支給された防災資機材を実際に設置する訓練を中心に行いました。参
加した地域の皆さんは、ワンタッチパーテーション（ファミリールーム）や簡易ベッド、エアマットレ
ス、段ボールベッドなどの資機材を実際に組み立てながら、災害時にどのように活用するのかを確認し
ました。また、屋外では発電機を使い、投光器や作業灯を実際に点灯する訓練も行いました。災害時の
停電を想定し、電源の確保や機材の扱い方について体験しながら学びました。さらに、交流センターに
備蓄されている災害用備蓄品の展示も行い、保存食や生活用品など、どのような物資が備えられている
のかを地域の皆さんに知っていただきました。また、炊き出し訓練としておにぎりを作り、災害時に地
域で協力して食事を準備することの大切さを確認しました。
　今回の訓練を通して、地域全体で防災への理解を深めるとともに、いざという時に助け合える体制づ
くりの大切さを改めて確認することができました。

　当地区地域づくり協議会会長の得能金市氏が、この度全国民生委員児童委員
連合会会長に４選されました。地域福祉の推進や民生委員・児童委員活動の発
展に長年取り組んできたことが評価されたものです。
　会長は「持続可能な福祉社会の実現に向けて、行政だけでは行き届かない地
域の支え合いの隙間を埋めていきたい。そのためにも、民生委員・児童委員の
なり手を増やし、活動の負担軽減につながる取組を進めていきたい」と抱負を
語っていらっしゃいます。地域での見守りや支え合いの輪が、これからもさら
に広がっていくことが期待されます。
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吉江地区現在の姿

人口（男） 1,646 （+1）

（女） 1,767 （-3）

計 3,413 （-2）

世帯数 1,375 （+3）

（２月末現在）（先月比）

～「もしも」に備えて…～吉江地域防災避難訓練を実施しました！

得能会長
全国民生委員児童委員連合会 会長に再選！(４期目)



　2月21日（土）、福光福祉会館において南砺市福光地域善行表彰式が行われました。この表彰式は、
南砺市青少年育成市民会議福光支部が主催するものです。
　児童・生徒を叱咤激励するだけでなく、日頃の善い行いや模範的な行動を称えることも大切にしたい
という理念のもと、毎年開催されています。今年は、東部小学校および吉江中学校から合わせて４名の
児童生徒が表彰されました。地域や学校のために積み重ねてきた思いやりある行動や努力が認められた
ものです。受賞された皆さんの今後のさらなる活躍を期待するとともに、心よりお祝い申し上げます。
（(吉江地域で受賞されたのは、以下の方々です。）

〇中田　和花　さん 給食委員長として残食を減らすための活動や食事に興味をもってもらう取組を
(東部小学校　６年) 委員と協力して考えました。また、よりよい活動にするために、意見をまとめ

たり進んで仕事を引き受けたりするなど積極的に活動しました。

〇村田明日加　さん 全校に明るく元気な挨拶を広げるために、毎朝進んで挨拶運動に取り組みまし
(東部小学校　６年) た。また、集会や全校朝の歌では、美しい歌声を響かせるなど、常に一生懸命

に取り組む姿は、全校児童の模範となりました。

〇片岸　咲奈　さん ３年前期に学年議長を務め、学年の雰囲気をより良くするために、工夫した学
(吉江中学校　３年) 年活動を企画しました。また、後期は生活委員長を務め、生徒が決まりやルー

ルを守って気持ちよく学校生活を送れるよう尽力しました。

〇山越　朋貴　さん ３年連続で後期生徒役員を務め、学園祭ではテーマの立案、セレモニーの企画･
(吉江中学校　３年) 運営等に尽力しました。また、生徒会長として、３つの伝統の向上発展のため

に、率先して行動しました。

地域に広がる善意の輪～福光地域善行表彰式～

●勉強スペースを開放します！●
春休み期間中、市内図書館の混雑により、子どもたちから「勉強できる場所がほしい」との声が寄せ

られています。そこで、交流センターでは、小学生・中学生・高校生が安心して学習できる環境を提

供するため、施設の一部を学習スペースとして開放します！また「勉強を教えてほしい」という場合

には、事前にご連絡をいただければ、地域の元教員や学習塾の先生に協力いただき、無料で学習をお

手伝いをすることも可能です。(学習支援の対象は小・中学生です)

１人から利用可能です！まずは吉江交流センター（52-4680）までお電話ください。

（※部屋がイベント等で使用されている場合があるため、来館する前にご連絡をお願いします。）



　３月１４日（土）、令和７年度最後の「吉江ふれあい広場・食堂」を開催しました。
子どもから大人まで多くの方が参加し、にぎやかで温かい時間となりました。フリータイムでは「バブ
ルアート」に挑戦。洗剤と絵の具を混ぜた液でシャボン玉を作り、画用紙にのせて模様を楽しみました。
子どもたちは「きれい！」「もう一回やりたい！」と夢中になっていました。メイン活動では、福光ス
ポーツクラブから清水講師をお招きし、けん玉と筒ケンを体験。成功すると大きな拍手が起こり、会場
は大盛り上がり！広場のあとは食堂の時間。この日はそぼろチラシ丼と、年度末特別メニューのロール
ケーキをみんなでおいしくいただきました。令和８年度は６月から再開予定です（４・５月はお休み）。
ぜひお気軽にご参加ください。

　2026年4月1日から、16歳以上の人が自転車で交通違反をした場合、「青切符（あおきっぷ）」に
よる取締りが始まります。青切符とは、比較的軽い交通違反に対して、反則金を納める制度です。
自転車も道路交通法では**「車の仲間（軽車両）」**です。事故を防ぐため、交通ルールを守って安全
に利用しましょう。

【特に注意したい自転車の交通ルール】　

・スマートフォンを見ながらの運転（ながら運転） ・信号無視
・お酒を飲んで自転車に乗る（飲酒運転） ・一時停止をしない
・傘を差しながら自転車に乗る（傘さし運転） ・夜間の無灯火運転（ライトをつけない）
・イヤホンなどで周りの音が聞こえない状態での運転 ・2人乗りや横に並んで走ること

など…
※これらは交通違反となり、青切符（反則金）による取締りの対象となる場合があります。

【自転車に乗るときの基本ルール】　自転車は次のことに気をつけましょう。

・車道の左側を通行する ・夜はライトを点灯する
・歩道では歩行者優先でゆっくり走る ・ヘルメットの着用を心がける
・交差点では必ず安全確認をする
・雨の日はレインコート（カッパ）を着る、雨が強いときは無理をして乗らない など…

【安全なまちづくりにご協力ください】　

自転車は便利で身近な乗り物ですが、使い方を誤ると大きな事故につながります。
交通ルールを守り、みんなで安全・安心なまちをつくりましょう。

ー 2026年４月から自転車の青切符制度が始まります ー
自転車の交通ルールを守りましょう!!

吉江ふれあい広場＆食堂

笑顔と美味しさが集まる場所



　待ちに待った桜の季節となりました。今年の
小矢部川千本桜はどうでしょうか。たまには桜
を見に小矢部川の堤防を散歩するのもいいので
は？ほがらかデイも満開の桜のように元気にが
んばって活動しましょう！４月の活動内容は右
記のとおりです。

【ナンプレのルール】
1～9までの数字をマスに入れて完成させるパズルです。
同じ数字が「タテ・ヨコ・3×3のマス」で重ならないように入れます。
今回は『初級編』なので、子どもから高齢者まで楽しめる脳トレです。ぜひ挑戦してみてください！

【応募方法】
下記応募用紙に回答及び必要事項を記入して吉江交流センターへ提出してください。
休日や職員不在時は郵便受けに投函してください。
正解者の中から抽選で５名様に粗品をプレゼント！
（当選された方には、52-4680の番号から電話があります！）

文化スポーツ部会より

【問　題】

【　応　募　用　紙　】　ナンプレ（数独）に挑戦しよう！

答え ①Ａ　　　+B　　　+C　　　＝ ②Ｄ　　　+Ｅ　　　+Ｆ　　　＝

※A～Fの数字及び合計・氏名・年齢・自治会/町内会名・連絡先（日中つながる番号）を書いてご応募
　ください。皆さまのご応募をお待ちしています。

歳代

切　り　取　り　線

　・会　場　荒木自治会館 大ホール
　・利用料　850円/回（昼食代600円含む）

氏　　　名 年　齢 自治会･町内会名 連絡先（日中つながる番号）

応募締切：令和８年４月１０日（金）到着分

みんなで脳トレ！
ナンプレ（数独）にチャレンジ！！

荒木ほがらかデイ情報!!

『介護予防・日常生活支援総合事業(ｻｰﾋﾞｽB)』
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・4月7日(火)

〇ボッチャ

○ふわらふわらゲーム

・4月14日(火)

〇もぐらをつかまえよう！

〇まと当てゲーム

・4月21日(火)

○県名ビンゴ・トランプ

〇スリッパ飛ばし

・4月28日(火)

○季節の飾り作り

〇輪投げ・誕生会

(※内容は変更になることがあります)

タワーゲーム(3月3日)


